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Abstract 

The monolithic temple ofV計七uvaIlkδvil，Kalugumalai has been cited as the most beautiful one 

of temples in Pal).clyan period. This article is to discribe Gal).a type images playing musical 

instruments and dancing on mainly ardhamal).clapa and vimana's second row of this monolithic 

temple， based on field survey held on 25th Au伊 st，2001. Firstly by describing and classifying the 

characteristic figures of Gal).a type images in V計七uvailkovil，1 will introduce an example of decorative 

image program in Hindu Temple and secondly probe the relation between Gal).a and Siva in the 

view of the hairstyles and attributes (musical instruments and Naga) of Gal).a images， and finally 

1 wll try to offer the characteristic aspects related with Siva's images in Gal).a Images playing 

musical instruments and dancing. 

はじめに

カルグマライはマドゥライの南方90キロのコーヴイルパッティの西方18キロにある村落で、中心に

キリスト教教会の尖塔が聾え立ち、茶色の屋根と青白い壁の民家が立ち並び、、その西に横たわる岩山に

村落と対面するように岩石寺院がある(1)。岩石寺院 (monolithictemple)とは、岩塊を削り、寺院全

体を彫出したもので、継ぎ目のない一本石から成る寺院であり、岩塊から寺院を彫出する点では石窟寺

院と同様の技法で彫出される。その代表にラーシュトラクータ朝、エローラのカイラーサナータ寺院、

パーンデイヤ朝のカルグマライの岩石寺院などがある。本稿で取り上げるカルグマライの岩石寺院は

当地の人々により「ヴ、ェーットゥヴアンコーイル(彫刻家の寺)Jと呼ばれ、岩山を深さ最大10.5メー

トル、奥行き25メートル、幅13メートルにわたって削り出し(2)、そこに東面するように岩石寺院が彫

出される(図 1ー1)。寺院は前殿(アルダマンダパ、 ardhamal).clapa)、本殿(ヴイマーナ、 vimana)

で構成され、前殿の軒を残す大部分と本殿の第一層目は未完成であり、本殿の第二、第三層目はほぼ完

成する(図 1-2)。また、内部にも嗣堂を掘っているが、本尊などの彫刻は彫出されていない。現在、

嗣堂にはガネーシャが安置されるが、この像は当初のものではない。

当寺院は、パーンデイヤ朝の遺跡として知られる。パーンデイヤ朝は、 7世紀前半に再興され、マドゥ

ライを中心にしてカーヴ、ェーリ一川以南を版図とし、ジャティラ=パラーンタカ=ネードゥンジャダ

イヤン(在位A.D.765~ 815)の時代に最盛期を迎え、 10世紀初頭にチョーラ朝により滅ぼされた。こ

の時代、北のデッカンでは初期西チヤールキヤ朝、タミル北部ではパッラヴァ朝の両王朝が興り、この
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